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地域活性化 
Ⅱ 「グローカル」な視点にたった多様な産業集積を目指して 

～企業立地促進法のご紹介～ 

　
本
年
６
月
に
施
行
し
た
「
企
業

立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お

け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性

化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
『
企
業

立
地
促
進
法
』
）
」
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。
企
業
立
地
促
進
法
は
、

経
済
成
長
戦
略
大
綱
関
連
３
法
案

の
一
つ
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
（
図
１
参
照
）
。

　
先
ず
始
め
に
「
企
業
立
地
促
進
法
」

制
定
の
背
景
を
、
経
済
産
業
省
、

産
業
構
造
審
議
会
地
域
経
済
産
業

分
科
会
（
以
下
『
分
科
会
』）
で
ま

と
め
ら
れ
た
報
告
書
「
地
域
活
性

化
総
合
プ
ラ
ン
の
実
行
に
向
け
て
」

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
　 

 

（1）
地
域
経
済
の
現
状
と
将
来
の
見

通
し

　
我
が
国
経
済
は
、
回
復
基
調
に
あ

る
も
の
の
、
地
域
間
で
改
善
ス
ピ
ー

ド
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、
近
時
の

都
道
府
県
ご
と
の
有
効
求
人
倍
率
を

見
て
も
、
全
国
平
均
が
１
・
０
６
倍

を
示
す
中
、
愛
知
県
や
東
京
都
は
１
・

５
倍
以
上
を
記
録
し
て
い
る
一
方
、
青

森
県
や
高
知
県
、
そ
し
て
我
が
沖
縄

県
な
ど
は
０
・
５
倍
未
満
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
景
気
改
善
状
況
の
良
い
地

域
に
は
輸
出
や
生
産
活
動
が
好
調
な

自
動
車
や
デ
ジ
タ
ル
家
電
関
連
産
業

が
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

改
善
状
況
の
弱
い
地
域
で
は
、
従
来

か
ら
公
共
事
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ

と
な
ど
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
我
が
国
は
既
に
人
口
減
少

時
代
に
突
入
し
、
今
後
も
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
流
れ
は
加
速
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域

で
地
域
内
総
生
産
も
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
経
済

活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
今
後
ま
す
ま

す
加
速
し
て
い
く
中
で
、
企
業
の
立

地
を
始
め
と
す
る
投
資
・
生
産
活
動

は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
最
適
を
求

め
た
傾
向
が
よ
り
強
く
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（2）
地
域
経
済
活
性
化
に
当
た
っ
て

踏
ま
え
る
べ
き
視
点

　
地
域
経
済
の
現
状
や
今
後
の
展
望

の
中
で
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
際
に
は
、
次
の
３
つ
の
視
点
が

重
要
で
す
。 

 

　
一
律
で
な
い
地
域
の
実
状 

　
近
年
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
大
き
く
進
展
し
、
企
業
は

国
内
外
の
市
場
に
お
い
て
国
際
競

争
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
企
業
は
、
国
内
外
を
問
わ

ず
自
ら
の
最
適
機
能
配
分
の
観
点

か
ら
立
地
地
点
を
選
定
し
、
投
資
・

生
産
活
動
を
行
う
傾
向
が
強
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ロ
ー
カ

ル
の
強
み
を
踏
ま
え
た
取
組
を
行

っ
て
い
く
、
所
謂
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」

な
視
点
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
全
て
の
地
域
が
製
造
業

や
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
企
業
立
地
に

適
し
た
環
境
に
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
I
T
を
活
用
し
た
地
理
的

制
約
の
克
服
や
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
事
業
の
振
興
、
観
光
、
健

康
、
福
祉
・
介
護
等
の
地
域
に
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
も
含
め
た
地
域
独

自
の
地
域
活
性
化
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
強
み
を

活
か
し
た
特
色
あ
る
産
業
を
育
て

て
い
く
た
め
の
創
意
工
夫
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。 

 

　
求
め
ら
れ
る
地
域
活
性
化
を 

　
担
う
多
様
な
人
材 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
と
活
性

化
の
た
め
の
処
方
箋
は
一
律
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
等
し
く
必
要
な
も
の
は

人
材
で
す
。
企
業
立
地
に
お
い
て
も
、

企
業
の
立
地
選
定
に
と
っ
て
も
人
材

確
保
が
最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

あ
り
、
地
域
に
お
い
て
企
業
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
人
材
育
成
の
体
制
整
備
を

行
う
こ
と
が
企
業
立
地
の
成
否
を
握

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
活

用
し
、
地
域
密
着
型
の
事
業
を
発
展

さ
せ
て
い
く
上
で
も
、
研
究
者
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
確

保
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
　 

 

　
求
め
ら
れ
る
生
活
者
の
視
点 

　
か
ら
の
環
境
整
備 

　
前
述
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
の
担

い
手
と
な
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
生
活
環
境
の
整
備
や
住
む
人

に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
企
業

の
立
地
選
定
に
際
し
て
、
企
業
で
働

く
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
学
校
、
病
院
、

自
然
環
境
や
文
化
が
重
要
で
あ
り
ま

す
し
、
児
童
館
の
整
備
な
ど
働
き
手

が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
に
よ
っ

て
企
業
誘
致
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
働
き
手
だ
け

で
な
く
家
族
に
と
っ
て
魅
力
的
な
生
活

環
境
で
あ
る
こ
と
や
、
研
究
開
発
人

材
の
確
保
の
た
め
に
は
子
供
の
教
育

環
境
が
大
切
で
あ
り
、
最
近
の
若
者

の
傾
向
と
し
て
、
余
暇
を
過
ご
す
た

め
の
場
所
を
選
ん
で
か
ら
仕
事
を
探

す
傾
向
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
多
面
的

な
視
点
か
ら
地
域
環
境
整
備
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

は
じ
め
に

1
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Ⅱ．「グローカル」な視点にたった多様な産業集積を目指して 
  

　
前
述
の
分
科
会
報
告
を
受
け
、
「
企

業
立
地
促
進
法
」
は
、
地
域
経
済

の
自
律
的
発
展
の
基
盤
の
強
化
を

図
る
目
的
で
立
法
化
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
集
積
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

企
業
立
地
の
促
進
に
よ
る
地
域
に

お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
の
た
め
に
、

地
方
公
共
団
体
が
行
う
主
体
的
か

つ
計
画
的
な
取
組
を
効
果
的
に
支

援
す
る
た
め
の
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。 

　
「
企
業
立
地
促
進
法
」の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」で
す
。
国
際
的
な

大
競
争
時
代
に
地
域
の
特
性
・
強
み

を
活
か
し
た
企
業
立
地
促
進
を
通
じ

地
域
産
業
活
性
化
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、 

①
個
性
あ
る
産
業
集
積
の
形
成
・

高
度
化 

②
広
域
連
携
に
よ
る
拠
点
整
備 

③
迅
速
な
企
業
立
地
の
実
現 

　
以
上
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
新
た
な
考

え
方
と
し
て
、「
多
様
な
産
業
集
積
」

を
全
国
的
に
形
成
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

 

　
法
律
ス
キ
ー
ム
と
支
援
措
置
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。
都
道
府
県
及
び

市
町
村
は
国
が
策
定
し
た
「
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、地
域
産
業
活
性
化

協
議
会
を
組
織
し
、産
業
集
積
の
形

成
に
関
す
る
目
標
、区
域
、業
種
、事

業
環
境
整
備
の
内
容
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
「
基
本
計
画
」
を
作
成
し
、国

に
協
議
し
ま
す
。
国
の
同
意
を
得
た

計
画
に
関
し
て
は
、 

①
工
場
立
地
法
の
特
例 

②
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
業
務
追
加 

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

　
次
に
、「
同
意
基
本
計
画
」
に
盛
り

込
ん
だ
集
積
区
域
に
お
い
て
事
業
者

が
「
企
業
立
地
計
画
」
等
を
作
成
し
、

都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
る
と

①
課
税
の
特
例 

②
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例 

　
そ
の
他
、財
政
、税
制
、地
方
交
付

税
な
ど
に
よ
る
支
援
措
置
が
準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、企
業
立
地
を
総
合
的
に
応

援
す
る
「
企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済

産
業
部
企
画
振
興
課
及
び（
独
）
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務

所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
企
業

誘
致
、産
業
立
地
に
関
す
る
ご
質
問

な
ど
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

企
業
立
地
促
進
法
の

概
要
に
つ
い
て

（
図
２
参
照
）
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